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都市には、学校や働く場所の多さから人が集まる。遠くから
でも人を引き寄せる力、すなわち〈引力〉を持つと言える。
地方にも人がいるということは、そこにも人を引き寄せ留ま
らせておく〈引力〉があるという事なのではないだろうか。

〈引力〉の仮説１

そして、過疎地域に働く引力とは、愛着などのポジティブな
感情から来る〈愛着的引力〉と、やらなければいけない、と
いう義務感や仕方のないと思う感情から来る〈義務的引力〉
の 2種類があるのではないか。

〈引力〉の仮説 2

土地が持つ

人を引き寄せる力

ポジティブな感情

愛着から来る〈引力〉

しなければいけない

義務感から来る〈引力〉

岩神を対象に過疎地域に

存在する〈引力〉を探る

その〈引力〉がどのように

生まれ変化するのかを探る

研究目的

研究目的

私の生まれ育った新潟県上越市の中山間

地域の岩神という小さな集落は、過疎化・

高齢化が進んでおり、2～ 30 年後には

存続が危うい過疎集落になっている。集

落から人が出ていくのは仕方がないこと

に感じる。しかし、歴史や営み、美しい

自然、守りたい景色がある集落が消滅し

てしまうことは本当に仕方がないのだろ

うか。

研究の背景

過疎地域における〈引力〉及びその生成・変容に関する研究 －新潟県上越市牧区岩神を対象に－ 222024　佐藤香菜恵
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フィールド調査
岩神出身の母の案内で集落を歩き、

現在の家の配置、空き家や更地などの

調査を行った。

文献調査
『岩神の民俗 -新潟県上越市東頚城郡牧区岩神 -』

『岩神再発見』などの資料と、

自身の生活の中で得られた岩神の歴史や文化、

人口の変遷などを調査した。

世帯構成調査

引力実態調査

岩神に詳しい母の協力と

引力実態調査で得られた内容を

合わせて「岩神版 T型図」を作成。

岩神の住人を対象にアンケート調査

及びヒアリング調査を行った。

直接家に行き回答の協力をお願いした。
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世帯数の変化

公会堂

福楽寺

鹿頭神社

家があり人が住んでいる

家はあるが人は住んでいない

家もなく人も住んでいない

岩神集落の世帯数は、1965 年が最大の 106 軒で、その後は

減少し続けている。現在は 24 世帯、54 人が暮らしている。

人口の 50％以上を 65 歳以上が占めている。

高校生以下の子どもは 2世帯 4人となっている。

夏祭りなどの行事は町内会や各役員がスタッフとして活躍

しているが、メンバーは固定されがちだという。

2004 年と 2025 年を比較したマップ

岩神の現状調査

歴史や詳しい内容は左側のマップにまとめている。

鹿頭神社

岩神多目的集会場
（公会堂）

福楽寺

2004 年と比較し、下図のように色分けした。岩神を去った家の

うち約半数が更地になっていて、1965 年と比較するとさらに多

くの家が更地になっている。家が残っているところには、休日に

畑をしに来る人や、除雪に来る人が存在している。

岩神の中心地

唯一の神社。かつては

祭りが行われていた。

行事や町内会の中心地。

災害時の避難所でもある。

唯一の寺。住職とその

家族が住んでいる｡

岩神の世帯構成

分析

岩神の住人の年齢構成や世帯内の家族構成、岩神外の家族の存在やかかわりを知るべく、集落内の

世帯構成の調査と分析を行った。

子ども神輿や祭り、農業の手伝いなど、集落の賑わいには住人以外が加わっている。単なる住人の

数だけでは計れない集落のつながりの形がある。

この調査は徳野貞雄の「T型集落点検」を参考に行い、本研究ではT型集落図の作成及び家系図から

読み取れる家族や集落の形、つながりを読み解くことを目的にしている。

岩神の住人は52人だが、各家庭に家族がおり、岩神外の人とかかわりを持っている。

岩神から出た子どもたちの往来の頻度や住人たちを取り囲む環境について考察するべく行った。

この調査で制作したものを「岩神版T型図」と呼称する。
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住んでいる人
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52

34
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171

仕方なく出ていった人 5

岩神版T型図　カテゴリ別人数岩神版T型図　世帯構成

〔6〕型 〔8〕型 〔10〕型

独居世帯かつ親族の往来が少ない

(「よく来る」人がいない)世帯。

家族とのつながりが薄い。

独居世帯かつ親族の往来が多い

(「よく来る」人がいる)世帯。

家族とのつながりが強い。

夫婦世帯かつ親族の往来が多い

(「よく来る」人がいる)世帯。

家族とのつながりが強い。
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〔12〕〔16〕〔18〕

孤独 つながり

岩神版T型図

これだけ多くの人が集落に関わり、賑わいを支えており、家族は集落の境を超えて機能するということが分かる。将来的に見て行くと、2軒ある多世代世帯は、現在学生である10代

が進学や就職でいなくなると、夫婦世帯や中高齢の親子世帯に変わってしまう可能性がある。集落は距離を超え機能するが、集落とその人をつなぐ「家族」がいなくなれば、つなが

りが薄れてしまうだろう。一番多い「たまに来る人」は、親世代がいなくなるとどうするだろうか。彼らがどうするかでかかわりのバランスはかなり変わる。今回のT型図と、10、

20年後のT型図は大きく異なっているだろう。

結果
調査

岩神の半数が夫婦世帯であり、独居世帯も6世帯と全体の1/4を占めている。少し前にはさらに上の世代が同居を

していたが、亡くなったり施設に行ったりしているため、夫婦世帯が多くなっている。

また、住人52人に対して関わっている親族が171人とかなり多い数字になっている。
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記号一覧

住んでいる人女性

男性 よく来る人

たまに来る人

ほとんど来ない人

仕方なく出ていった人

独居

夫婦

核

多世代

その他

岩神住人を対象にアンケート及びヒアリング調査の実施を行った。本

研究の目的である、土地の持つ土地の持つ〈引力〉を調査するために、

以下の項目で記述式のアンケート調査及びヒアリング調査を実施した。

16 世帯 24 人の回答を得られ、そのうち 7人にヒアリングを行った。

「家があるから」が最も多い回答になった。

皆、昔からある家に住んだり建て替えて住んだりしている。「農地を守る」

と回答した人は、いずれも稲作をしていた。

居住理由 (N＝24)

田畑の耕作の有無 (N＝24)

田んぼのきっかけは「自身の親ができなくなったから」が最も多く、子以外

にも他の住人に田んぼや畑をお願いするというケースも見られた。「荒らし

たくない」という強い思いを持つ人もおり、周りの人に荒れていると心配さ

れるからという理由で近所の住人に頼む80代女性がいた。

岩神に関することで感じる義務感 (N＝24) 家族・家に関することで感じる義務感 (N＝24)

0 1 2 3 4 5 6 7 8

畑
田んぼ

すべてのもの
家々

助け合いの心
夏祭り・行事

人情・かかわり
公会堂
福楽寺

田んぼの風景
鹿頭神社

なくなってほしくないもの（N=24）

個人の人生背景

1.人生年表の記入

2. 居住歴

3. 居住理由 /離れた理由

土地とのつながり

4．田畑での耕作の有無

5．育てているもの

6．上記の販売の有無

7．そのきっかけ

岩神に関すること
(愛着 )

8．岩神での思い出

9．岩神のお気に入りの場所・理由

10．なくなってほしくない場所・理由

11．良いところ /いやなところ

12．あの頃はよかったと思うこと

「義務感」について
（岩神 /家族 )

13．岩神に関する「義務感」

14．家 /家族に関する「義務感」

現在
15．個人の生きがい

16．岩神の現在について思うこと

将来
17. 個人の将来

18．岩神の将来

その他 19. 自由記述

質問項目

0 2 4 6 8 10 12

無回答

跡取りだから

家業の継続

嫁ぎ先だから

住みやすいから

引っ越す理由がない

農地を守る

家があるから

住んでいる理由　

畑をやっている 畑をやっていない 田んぼをやっている 田んぼをやっていない

引力の実態
愛着について

個人の将来

義務感について

居住理由

土地とのつながり

0 2 4 6 8 10

福楽寺
折居川

高尾から見る朝日、月
星空
自宅

ソバ畑
城の平
宮田池

蛍
市王子の山

公会堂
田んぼ

鹿頭神社

お気に入りの場所 (N=24)

義務感を感じること
（岩神）

回答数
(記述式 )

6

5

3

3

3

5

行事の参加・手伝い

町内の維持・管理

町内会の役員

協力

特にない

無回答

義務感を感じること
（家・家族）

回答数
(記述式 )

6

5

4

3

4

7

家族

家の管理

農地の管理

家じまい

特にない

無回答

今後の人生

岩神にいたい

岩神にいたいが
分からない

別の地域で
暮らすことを
考えている

雪が心配

そのほか

回答数
(記述式 )

7

4

3

3

1

岩神の現在について
思うこと

回答数
〔記述式〕

高齢化・人口減少

町内・集落・行事の

存続について

願望

11

4

2

特になし

無回答

1

7

岩神の将来について
思うこと

回答数
〔記述式〕

高齢化・人口減少する

願望

集落の衰退・

存続について

8

7

2

特になし

生活の不安

1

3

考えたことがない

5

岩神に留まりたいと思っている人が多いことが分かるが、「岩神に

いたいがわからない」と回答した人たちは、今後の自分の体調や交

通手段への不安を抱えている。

雪による居住存続願望への影響がみられる。毎年冬になると岩神で

は大雪に見舞われる。力仕事をする夫がいなくなること、歳を取っ

たり健康状態が悪くなったりすることで除雪ができなくなることを

想像すると「ここで生活していけるのか」という不安が生まれるの

だ。

過疎が進む岩神では、頼る若手が集落内に少ないことから、将来へ

の不安につながっているのだろう。

雪は、人を土地から離す力、〈斥力(せきりょく)〉が働いている。

いずれも鹿頭神社が最多であり、思い出でも語られることの多い場所であった。

また、「なくなってほしくないもの」で2番目に回答が多かった「田んぼの風景」は、

稲作をしている整備された田んぼの景色という内容である。「田んぼの向こう側から稲

をサワサワ揺らして来る風が心地いい」「きれいな田んぼを見ると帰ってきたな～と思

う」など、岩神の風景のひとつとしての田んぼを失いたくないという内容だった。「忘

れてたけどよく見ると田んぼの跡だなあ。そっか、そういえばここにも田んぼがあった

のか」と現地の人が言っていた。「なくなってほしくない」というのは「忘れたくない

」ということなのかもしれない。

また、思い出には家族との話が多く出ており、土地への愛着や記憶は家族が中心である

ことが多いことが分かった。

上記の内容を含む、岩神での思い出、愛着の内容などは左のパネルにまとめてある。

岩神の現在・未来

「祭りや行事の参加・手伝い」という旨の回答が多かった

が、「町内会の役員」をしないといけないという旨の回答

は「参加」よりも少なかった。これは、積極性や責任感の

差が現れたと考えられる。企画された行事にできるだけ参

加する、というのと自身が役員として行事を担っていく、

というのでは少し意味合いが異なる。前者は参加への〈義

務感〉、後者は〈責任感〉である。

住人や町の規模が小さいほど一人の社会的な役割が大きく

なり、住民同士の密接なかかわりが愛着形成に有効だとさ

れている。岩神は逆に、住民の少なさから一人一人の仕事

の割合や頻度、負担が多くなり、〈義務感〉に感じるとこ

ろがあるのではないか。

「家族」の項目、「家族に迷惑をかけないように健康でいる」「夫に迷惑を

かけないように老いる」などの家族に向けられた内容が多く挙げられた。健

康であろうという意見が多く、中には「母を看取る」という高齢の親の面倒

を見るという人もいた。

また、家・農地の管理という人も多くいた。「荒らしたくない」という思い

はここにも現れている。

一方で、家じまい(家を処分し、更地にすること)を視野に入れる人もいた。

岩神の人は家を更地にする傾向があるが、今回の調査では自身の後の世代が

岩神にいないため、自分の代での処分を考えているということだった。

後の人がいるかわからないという過疎地域の性質が、使われなくなったその

後の土地のことまで考える人が多くいるという事である。

岩神の現在と未来について問う質問では、どちらも「高齢化」

「人口減少」についての回答が最も多く、また、「集落の衰退

・存続」となった。高齢化が進み、人口減少に合わせて集落が

衰退化していてこれからも深刻化していくというのは住民の共

通認識である。

それでも「叶わないことだが、子どもが多くなってほしい」

「活気のある集落になってほしい」などの願望を抱く回答も多

くあった。

高齢化も衰退も住んでいる人が一番よくわかっているからこそ

の現状の認識であり、そしてどうにかなってほしいという願望

を抱きながらも、半ば諦めていることがうかがえる。

小田切徳美*によると、地域住民がそこに住み続ける意味や誇りを見失いつつ

ある、「誇りの空洞化」が、集落衰退プロセスの深奥で本質的な空洞化が進ん

でいるという。岩神が抱える未来への願望と、現実的な想像とのギャップも、

「なんとかなってほしい」「なんとかやっていけてる」という思いとは裏腹に

、半ば諦めがあるという「誇りの空洞化」が進んでいる状態と言えるだろう。

岩神に誇り・愛着を持っている人が「集落から出ていく人が多い。岩神には住

みたいと思える魅力がないように思える」と言っていたのが印象的だった。自

身は岩神を好きだと思う半面、自信がないように見えたのだ。

＊小田切徳美『農山村は消滅しない』(2014)(岩波書店)

岩神の現在について思うこと (N＝24)
岩神の将来について思うこと (N＝24)

自身の今後の人生について (N＝24) さらに詳しい調査の内訳、考察は論文にて述べている。是非ご一読願いたい。

〈義務感〉と異なる〈責任感〉がある。
岩神の人は土地に対する責任感が強く、田畑の管理

や家じまいの考えにそれが現れている。

雪への不安が将来の居住存続意思に影響を与えている。

「誇りの空洞化」が進んでいる。
岩神の将来図への「願望」と「想像」のギャップ。

こうなってほしい、でも難しいかも、という諦めが

見られる。

引力の実態ここまでの考察

引力分析シート
「T型図」と「引力実態調査」
の人生年表とその他質問項目を
組み合わせ、個人ごとに分析
していくためにまとめた。

個人の引力の生成・変容

引力の変容

8

できごと居住地

世帯番号〔8〕　82 才　女性

1940 年 (S15)

1947 年 (S22)

1953 年 ~
(S28~)

1960~62 年位
(S39~41)

岩神で誕生

前田組と一緒に牧小学校へ通う

土方で働く。今より暑くなく、ヘルメット
ひとつで参加していた。

東京へ出稼ぎ。(冬季 )
医者の所で冊子掃除を見られて怒られた。
風呂は入れてくれず、銭湯に初めて行った。
ムラサキが醤油を指す言葉だと分からな
かった。

岩神内で一人暮らしをしている。

コープデリが毎週月曜に来てくれ

て日用品や食品などを買っている。

だいたい週末には市内に住む長男

が様子を見に来る。インコと暮ら

している。

出稼ぎで葛飾区に 8年くらい行っていた。
(冬季 )
お菓子屋さんと海苔屋さんに行っていた。
子どもがかわいかった。

結婚する。

三日の祝の時は吹雪だったが当日は大丈夫

だった。ナカガワの人が仲介してくれた。

長男誕生

次男誕生

1970 年 (S49)

1971 年 (S50)

1995 年 (H9)

2002,3 年

(H14,15)
土方をやめる

〔10〕の隣の家からフルヤシキの家に引越

夫が亡くなる2006 年 (H18)

2010 年代 母、次男が亡くなる

2025 年 (R7)

これから

一人暮らし。幸せいっぱい！

岩神

冬のみ
東京へ

1962~70 年位
(S41~49)

岩神

岩神

東京

1965 年 (S44)

これから

周りに迷惑をかけないように暮らす。

ずっと岩神にいたい。

出稼ぎ

岩神

慣れた土地

他へ行く

場所はない

周りに
迷惑かけない

たくさんの
思い出

祭り

盆踊り

畑荒らし
たくない
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55
上越市内に居住

例：80 代女性のシート

年を追うごとに、〈義務感〉が増える傾向がある

子どもの頃の成長の過程で〈愛着〉が育まれている

時系列で最後に残るのは家族であることが多い

シート作成

作成した全てのシートは左のパネル及び論文に掲載している。

「引力分析シート」から、〈引力〉の生成・変容過程を考察していく。
以下のような傾向があることが分かった。

岩神出身の人は、当時の思い出が愛着につながっており、シ

ートのフローからも成長する過程で〈愛着〉が育まれている

ことが分かる。そうでない人も岩神で過ごした日々の記憶が

につながっていることから、居住年数が〈愛着〉を育むと言

える。そしてその記憶が現在〈引力〉として力を持っている

時間の経過と共に集落の人は現象しており、同時に一人辺

りの町内会や集落の整備の負担が増えているため、〈責任

感〉や〈義務感〉を感じているのではないだろうか。

これは過疎地域ならではの傾向と言えるかもしれない。

高齢の親であったり、まだ学生の子どもだったり、配偶

者だったりと、共に生きる家族が今岩神にとどめておく

〈引力〉となりやすいことがうかがえる。

そこに「田畑の管理」が加わると、家族構成が変わって

も土地に留める力が変わりにくい。

〈愛着〉が〈責任感〉に変わる

〈愛着〉が多い人の中には〈義務感〉も多くなってくる人

がいる。愛着があるからこそ、担っていくぞ、自分がやる

ぞという責任感が強まるのではないかと考察した。

人柄など

岩神版 T型図

人生年表

時系列で見る

〈引力〉や感情の流れ
愛着 義務感 その他 斥力

不安

似顔絵

責任感

田畑

祭り

〈斥力〉を持ちうるもの

居住理由に「家があるから」
が一番多い。同時に〈引力〉
を失いやすいものでもある。
岩神では「家じまい」を視野
にいれている人もおり、家が
ないと集落との縁が薄れ、訪
れなくなる。

家と違い、形も場所も変わる

もの。思い出・愛着の中心。

親のために出戻りをしたり、

いなくなるとまた出て行った

りと、家族の形で〈引力〉の

強さは変化する。

離れて住む家族が多く参加

する行事。遠くからひとを

引き寄せる。住民は継続や

運営に義務感や責任感を感

じる。

雪 健康状態

まとめ

〈引力〉を持ちうるもの

家族

引力？

引力？
職場

選択肢の
多さ

〈引力〉の仮説１

〈引力〉は土地が常に持つものではない

〈引力〉は土地が持つ力だと仮定していたが、その土地で人が営みをし、

生活をする中で生まれるものだと考えられる。

人の経験や環境の変化と共に変わることもあり、強まったり弱まったりする。

あくまで人ありきの力であり、そのうえで〈引力〉を持ちうるものを複数発見した。

引力

愛着的
引力

義務的
引力

〈引力〉の仮説 2

土地が持つ

人を引き寄せる力

引力

愛着的
引力

斥力

義務的
引力

〈愛着的引力〉〈義務的引力〉はどちらも存在していた。

〈責任感〉という義務感とニュアンスの異なるもの、

〈斥力〉というものも存在していた。

特に〈斥力〉に関しては、他出者を対象とした調査で

さらに深まると思われる。

家

ウィークエンドファーマー

の存在から、遠くから人を

引き寄せる力。荒らさない

ようにしたい、管理をしな

いと、と思う人がいる。

背景には高齢化と人手不足の現

状。高齢になったとき、一人に

なったときに大雪を乗り越えら

れるのかという不安はこの先大

きくなって行くだろう。この先

さらに強まると予想される〈斥

力〉である。

「岩神にいたいが健康でなくなっ

たらわからない」という人が多く

いた。高齢夫婦もしくは独居の不

安からくるのだと考えられる。今

保てていることが、健康を害する

とわからなくなる。健康への不安

が〈斥力〉となる。

〈斥力〉は、既に岩神を出ている人への調査をすることでさらに見え

てくる内容であるため、〈斥力〉を深めることが今後の課題である。

☆

この研究を進めるにあたり、家族、岩神の皆さんには本当にお世話になりました。

アンケートを書いてくださった方、インタビューにお答えくださった方、資料を

お貸しくださった方、支えてくださった皆さまに心より感謝いたします。

〈斥力〉という遠ざける力が働く場合がある。

動かせない 動かせない


